

































の多くはトラックやバスで、セダンは 5000 台しか生産されていませんでした。21 年後の
2006 年には、中国の自動車生産量は 700 万台を超え、そのうち約 450 万台が乗用車でした。
この期間中に自動車の生産が 14 倍以上に増加し、乗用車は 900 倍と驚異的に増加しました。
現在中国は、日本と米国に続いて世界 3番目の自動車生産大国になっています。 
 中国経済が過去の約 30 年間に 7 年ごとに倍増してきたことを今日誰もが知っています。
長い間、懐疑論者にはこのような前例のない成長が可能とは思われず、公式統計を疑問視
























































































になります。中国には、砂漠化面積が 12 年間で 60 ％増加しています。 1994 年には、 































































アジア各国は 47 ％を占め、合計 74 ％で、米国の赤字全体のほぼ３/４を占めていました。 




























































人を引き続き誘致していることです。ご存じでしょうが、 グークル(Google)の 2 人の創業

































































(以上は 11/10 の上海センター・セミナーで報告いただいたものの講演録です) 
 
